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ᢠᛶ䜽䝻䝬䝒᥇種ᅬにおいて⌫ᯝを加害する 

䝬エ䝆䝻䜽䝻䝬䝎䝷䝯イ䜺䛾ฟ⌧ 

Ϩ．ࡵࡌࡣ

石川県ではᾏᓊ林ᩚഛのためᢠ性マࢶရ種の

సฟとともに、᥇種ᅬをᩚഛし種子生産を⾜って

きた。2015 年㡭からᢠ性マࢶ᥇種ᅬにおいてᑠ

⻍類による⌫果のⴭしい✸Ꮝ被害が発生した（ᅗ

-1）。

ϩ．ᮦᩱと᪉ἲ 

2020 年 10 ᭶ୗ᪪～11 ᭶に石川県⥳化ࢭンター

図-1．⿕ᐖ⌫ᯝ✸Ꮝࡿࡍᗂ㸦▮༳㸧 

この被害は⌫果の⫧大をᢚไするか、一部のኚ

ᙧをもたらし、種子の✭に明らかに影響を࠼

た。被害種の特定のため被害⌫果から成虫を⩚化

さࡏ同定を⾜った。その結果、にฟ⌧したᑠ⻍

は⌫果を加害する種としてᚑ᮶から▱られていな

い種であった。本報࿌ではこの種の被害の特ᚩや

発生ᾘ㛗を示し、᥇種ᅬでの生活ྐについて⪃ᐹ

を⾜った。 

（志㈡町ⅆᡴ谷）のᢠ性マࢶ᥇種ᅬ（9～14 年

生 12 ရ種 244 本）において、種子✭のため⌫果

を᥇集した（16.4 千ಶ）。᥇集⌫果を被害の有↓

によって分け（被害⋡ 14.3㸣）、種子の✭がぢ

㎸めない被害⌫果を大ᆺࣛࣉスࢡࢵࢳᐜ器（50×

35×2� FP）に༙分⛬ᗘධれた。✭⩣年の 2021

年 5～7 ᭶まで数日ごとにฟ⌧した成虫を捕獲し

た。 

Ϫ．⤖ᯝと⪃ᐹ 

被害⌫果からマエࣟࢡࣟࢪマダ࣓ࣛイ࢞

Assara funerella（以ୗ、マエࣟࢪ）（ᅗ-2）およ

びマࢷࢶアカシン࣒シ Retinia cristataがそれぞ

れ 62 および 2 頭ฟ⌧した。๓⪅は 2021 年 6 ᭶ 6

日～7 ᭶ 21 日の㛫で 6 ᭶中᪪にࣆーࢡがぢられ 1

山ᆺを示した（ᅗ-3）。ᚋ⪅は 6 ᭶ 3 日および 20

日にฟ⌧した。マエࣟࢪは県内のኪ㛫ࣛイトトࣛ

による᥇集ではᶆ㧗ࣉࢵ 400 m 地Ⅼでの記録が多

く、5～9 ᭶まで᥇集され 1 年 2 化の発生と᥎ さ

れている（ᐩἑ 202�、2�22）。そのため、今回の

ฟ⌧は 1 化目のᾘ㛗を示していると思われる。 

マࢶの雌ⰼはᏘにཷ⢭し、⩣年⛅に⌫果を成

⇍さࡏる。被害は 1 年目の⌫果でも発生している

と思われ、成⇍しない⌫果の被害を加࠼ると、本

種被害⋡は㐣ᑠホ౯されている可能性がある。 

マࢶ᥇種ᅬにおいて⌫果を加害するᑠ⻍類はྂ

くから▱られてきたがఱれも種もᲈ頭部を同加

図-2．⿕ᐖ⌫ᯝࡽฟ⌧࣐ࡓࡋエ࣓࢞ࣛࢲ࣐ࣟࢡࣟࢪ㸦ᕥ㸧とᒎ⩟ಶయ㸦ྑ㸧 
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シࣕリストであると⪃࠼られた。

害することが▱られる（ࡤ࠼、బ⸨ 1978）。し

かし、本᥇種ᅬでは⌫果被害のみが目❧ࡕ、マエ

࣌るスࡏ果のみに✸Ꮝ被害を発生さ⌫ࢶはマࣟࢪ

くᆶ┤分布と化性の⪃ᐹϫ㸫࣓イ࢞上科．

YUGATO 246: 143-147 

 図-3．࣐エ࣓࢞ࣛࢲ࣐ࣟࢡࣟࢪのⓎ⏕ᾘ㛗 

本調査によりマエࣟࢪはᢠ性ࣟࢡマࢶ᥇種ᅬ

において⌫果の✭をⴭしくῶᑡさࡏる種である

ことが明らかになった。ᶞᖿ注ධなどによる防

除ᢏ⾡の㛤発が᪩ᮇにồめられる。 
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